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『経済小学　家政 要旨』，　 Naito　Den ’crnon 　内藤

伝 右 衛 門，early　Meiji　Era 明治 初 期．

　 1．緒　 　言

　明治初期に お け る 翻訳家政書は，近代国家へ の 歩 み

を始め た わ が 国歴史一ヒの 転換期 とい う社会背景 の もと

で ，それまで の 家事教育に対 し て 啓蒙的な役割 を呆た

すとともに，その 後の 家政教育に 多大の 影響を及 ぼ し

た 出発点と考え られ て きた，なか で もハ ス ケ ル 原著，

永峯秀樹抄訳 「経済小学　家政要 旨』内藤伝右衛 II！」，
明治 9　（1876）年刊 （以 卜

．
「家政要 旨』と 略す） は，

明治初期の 翻訳家政書 の 中 で 最 も広 く小学校 や 女学校

の 教科書 と して 採用 され ，啓蒙的 な役割 を果 た した も

の と して 特 に 著名 で あ る．筆者 は
，

こ れまで 不 明 で あ

っ た 同書の 原典解明 お よ び 原書 と 訳書 と の 比較考察，

な ら び に そ の 原書 の 特質解 明を行 っ て きた．その 結果，

「家政要旨』 の 原典 は，186ユ年 に，Mrs ．　E ．F，　 Hasl（ell

に よ っ て ア メ リ カ で 刊行 され た
“
The　Ho “ sekeeper

’
s

Enc＞
・clopedia

”
で あ り，そ の 6 割以上 が料理 に 関す る

内容 で ある こ と，「家政要旨』に 訳出 された の は，緒

言 と本 文 424 ペ ージ の うち約 1割の 40 ペ ージ に す ぎ

ない こ と，訳出 さ れ た 内容は，家族，家庭経営，栄養，

食品，介護，保育に関す る内容で ある こ と，な どが解

明された
1 ）

．さ ら に，工9世 紀ア メ リ カ家政 教育史に お

い て特に著名な ビーチ ャ
ー （Catherine　 E．　 BeeCher，
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1800−1878）の 代衣的なjd夊蒔3 冊 との 比較の結果，

『家 政 姜 旨L が わ が ［「iに お い て 普及 した 理 1［「と して ，

原書が ハ ス ケ ル 夫人 の 家政経験に 基 づ く具休的 な内谷

で あ っ た こ と，ア メ リ カ産業ギ・：命期 の 才婦を読者対象

と した 原書 の 内容 が
，

HN　
｛o 　［’i

・
後期 の わ が 国の 犀靠革

命以 降，中流階級 の 主婦層 の 台頭 に備 える と い う時代

を先取 りす る 内答 で あ っ た こ と，翻 訳者永峯秀樹 の 訳

文 が，理解 しや す い 意訳で あ っ た こ となどを解明し

た
1

，こ うした原書研究 をふ まえ，つ ぎに 「家政要旨」

の わが国 に お け る刊行事情に つ い て検討す る 必要 が あ

る．

　「琢 政要旨』は ，明治 5 （ユ872）年 の 学制頒布以 降，

学飯教育制度 が 確 立 す る一
方で ，学校用教科書が不足

す る と い う社会背景 の 中 で 1二1」彳J され て い る．しか も翻

訳物 を中心 と する教科書採用 の あ り方へ の 反省か ら文

部省が 教科書詞査 を実施する （明治 13 （ユ880）年）

前段階に あ り，教科書採用は各学校の 白由裁
巳

に委ね

しれ て い た時代 に 出版 さ れ て い る ．

　明治初期に 刊行 され た 翻訳教科書 の 多 くは 朱ボ で it］．1

版 さ れ て い る の に 対 し，
尸
突 政要旨 ［

i
は 甲府 で 出版 さ

れ て い る．そ れ に もか か わ らず，明治初期の 豸政書 の

中で 最 も出版部数が多 く， 表 1 に 示す よ うに ， 甲府 の

み ならず 4 固 の 小学叡 や 女学校 て 教科
1
と して 使 用 さ

れて い る 点 に看 1［で きる ．同書の 普及 に は，そ の 原典

の 内容や翻訳者永峯秀材の わ か りや すい 訳文 と併せ て，

出版者内藤伝右衛門 の 関 ∫す る とこ ろ が 大きか っ た と

考え ら れ る．本研究 で は
，

こ れ まで の 研究 で は 触 れ ら

れ て こ なか っ た 出版 者内藤食右衛 IIト1が 「家政要 旨』普

及過程 に お い て 果 た した 役割 に 着 目 しなが ら，「家政

要 旨』の 刊行事情に つ い て 考簒を行う，

　2，「経済小学　家政要旨』の 体裁 と そ の 変化

　（1） 『経済小学　家政 要旨』の 体裁と種類

　「家政要旨』は，明治 9 （1876）年に刊行 さ れ た ハ

ス ケ ル 原著 ， 永牛秀材抄訳 『経済小 学　家 政 要 旨」 と
，

明治 13 （1880）年に刊 行 され た
，

コ ス ブ ル と コ ム の

原書を もとに永峯秀樹が抄訳
・編集 した 「経済小

’
〉：

家政要 旨　後紬、の 2 曲 か ら な り，い ず れ も甲府 の 内

藤 伝右袖 門 に よ っ て 刊行 され て い る 〔以後 こ れ らを

「家政要 旨　前編』「同　後編』と 記す ）．こ の 2編 は，

そ れ ぞ れ 和装4
．
か ら洋麦本まで さ まざまな体裁 の もの

があ る．そ の うち最 も早 く刊行 された と推 疋 され る

r夷 政 要 旨　前編』 半紙判 の 体裁 に つ い て は，す で に

別稿 に お い て 紹介を行 っ て い る
髪

，

　筆者は，同書の 出版状況を把握 ・検討する た め に，

平 成 元年 7 月 か ら 同 9 年 10 月 に か け て ，国立国会図

話‡館，東書文庫，東京家政学 院大学附属図書館 ，山梨

県挿 図書館 甲州文 庫 等 の 所 蔵本 に つ い て，『家 政 要旨』

の 体裁 に 関す る 調査 を行 っ た，その 結果 と，す で に Lti

中 と田巾 に より紹介 され て い る もの
31

とをあわせ，

体 裁 に つ い て 分 頬を行 っ た の が 表 2 で あ る．N 〔｝．1・’−

22 が 「家政要旨　前編』，No ．　23〜25 が ［同　後編』

で あ る．体裁を検討す る こ とで 『豕 政要 旨、の 出版状

況 に つ い て 次の こ とが わ か る ．

　 まず奥付 の 田記を検討 した 結果 ， 出版年 は，明治 9

年 IO 月　（No．1〜12），　明1」i　10年 7 月 25 ［　（No ．ユ5，
16，18，20〜22），明治 10 † 7 月 25 日 と同年 11 月 9

riの再版出版 の 日付が併記 さ れ て い る もの （No．17），

明治 12 ・卜7 月 〔No ．23− 2J〕，明治 13 年 4 月 15 凵

（No ．26〜28）の 5種 の
。己述 が み ） れ る．さ ・に 版 権

免 p午取得は こ れ を上 回 る 7種 の 日付 が 。己され て い る．

す な わ ち明治 9 年 8 ∫］19 目 （No ，ト 7），明治 9 年 9

月 1 日 （表 見返 しの 記載 に よる ；No ．8，9），明拍 9

年 8月 19 ロ と明治 12年 12月 13H とい う再版 丿畄出 の

目付 が 併記 され て い る もの （No ．10・− 12〕，明治 10年

2 月 2FI　（Nu ．15，ユ6，　18，20〜22，，　明治 ユ0 年 2 丿1
2H と同 101ft　lO月 30 目 の 再版墻出 の 冂付が 併記さ

れ て い る もの （No ．ユ7），明治 貝 lf 　5 月 29 日 （No ．23〜

25），明治 13午 3 月 5 日 〔No．26・一・28）の 日付 の もの

が あ る
＊ i．版権免許取得や 出版 の H 付が「

−
1−一で あ っ て

も， 印刷 ノJ 法や表 見返 し ・奥付 の 。己載内 谷 の 違 い な ど

か ら，それを L同る改版が行 われ，また版が 同
一

で あ

っ て も製本時が異 な る と み られ る本 もあ る ．たとえば

A 本 は ，表見返 し や臭付 （定価の 記載の 有無を含む〉

の 託載内容，巻末 の 発兌 古昌冂録の内容な どに よ っ て，

製本時が 異な る とみ ら れ る 5種槓に 分類さ れ る．以 上

の 検討結果か ら，少な くとも 7家政要 旨』は 自1∫編 10

種類，後編 3種類の異な る版が あ っ た と推定 され る ．

＊］

甲 州 文 庫 に は 「家 政 要 旨 M 版 々 懽 御 願 」（明 治 13F

　 4 月），1 家政 要 旨版権免許之 証 1〔明治 9−．13年，4

　 枚｝が 所蔵 され て い る．「版権免 ロ↑之証 1に よ る と，

　明 治 9年 8 月 19 日，明 治 10年 2 月 2 日，明 治 1ユ乍

　 5 月 290 ，明 治 13年 3 月 5 日 の 4 同 に わ た っ て 版

　権が 取得 さ れ て い る．さ ら に 内務省 『版権書目ifil　2
　 〜4 写

．
，明治 10〜13年 〔胡倉治彦監修 『凵本書籍分

　頻総 Ht于』第 1 巻 ， 囗本 図書 セ ン タ
・一，1987年所 収 ）

　 に お い て 確認 し た と こ ろ，甲州文庫所蔵 の 4 枚 の

　 「家政 要 旨版権免許之証」 の 泓 載 と．．．
教 し，こ れ 以 外

　 に そ の 書 名，よ見 出 せ な か っ た ．

70 ・（　70 ）
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表 1．『経済小学　家政要 旨』の お もな使用状況

掲載年　 府県名 学校名 学年 ・級 教 科 名 備 　　考

明治 9年

（1876）

　 　 lo

（1877）

京　都　京都府女 学校 第 3 級 読 　物 　　文部 省 第四年報付録，工8］頁

群　馬　師範学校

千 　葉　女 予師範学 校

茨 城 久 f・師範学校

栃　木　変則小 学

東 京 女子師範学校

第 4 級

第 2 級

第 2 級

予科 ・第 1級

物

学

物

h一「
」

＝
酌

文
月爻

ウ
飛

岩
冗
一．
卩

田
了

文
月

に

七寵

　 11　　艮　111奇　女 児小 学

（18781 静 岡 小学

青　森　女子師範学校

［li 梨 　女子 高等小 学

　　　 女子 変則小 学

　　　 女子師範学校

群　馬　師範学校

第 3 年第 1其月第 4 級

一・
等孝文貝［」卜二等

二等教則上 等

予科
曁
第 2級

第 4級 ・第 3吊曳

第 3級 ・第 2 級

第 3級 ・正科

第 2 級

読　物

読　物

経済学

読 　物

読 　物

家政 学

経済学

読　物

文部省第五年報付録，92頁

同上 ，IO4頁

1司上 ，113頁

同上 ，124 頁

同上 ，389 頁

文部省 匚1誌， 明 治 1L年第 3号，18頁

同 ヒ，
29 頁

同上 ，32 頁

同上 ，明治 1上年第 7 号，6 頁

同上 ，明 治 11年第 11 弓
．
，18 頁

同上 ，26頁

同上 ，明 治 1⊥年第 17 号，40 頁

同上 ，明 治 11年第 18号，5 頁

　 12　 高　知

（1879）

茨　城

神奈川

Ir［ 形

京　都

大　分

鹿 児 島

徳島女了
一
師範学校

附 属 女壬 手芸 学校

女子師範学校

女 子 ヒ等小 学

女 子．L等小 学

女学校女紅場

師範学校

女 r．師 範 学 校

学問科

第 5− 3 級

第 6 ・5 級

第 5 ・4 級

女学　第 5 級

第 4学期

第 4級

学

読

斉
又

L
　

悲

　

　

　．一
μ

読

書

学

　

　
　

　

　
　

斉

へ

冏

　上
兀
　
又
七

申
　
　・「一一
11　
　々
飛

乳
r

支

H
又

土糸

　 13
　 　　　石 　1［1 高 等小 学
（」880）

」司 ヒ，　明
’i台12年第 1 ≒券，　8 頁

同 ヒ，明 治 12年 第 2号 ，8頁

同上 ，25 −・26 貞

1司L ，　明 言台 12年第 8　号，　19〜20頁

同上 ，明治 12年第 10号，36頁

同上 ，明治 12年第 ⊥2Fv．
，
4 頁

同 F．，　明治 12 イ1三第 13号，　18頁

第 1級 前 ・後期 （女 了う　 経 　｛斉　 同．L，明 治 13年 第 13号，37頁

　 14
　 　 　 　 由　 形 　小 学
Ct881）

（小 学 校 教 科 書 表 ｝ 家事 経 済 　同上 ，明 治 14年 第 33号，24頁

　 15　　和歌 山　小 学

〔上882）　 群　馬　小学校教員免許授 ワ・規則

　 　　　愛　知　小学

r小 学校教科書表）

高等科

高等科第 8 年第 ⊥級

家事経 済

家事経済

家事経済

同 E，明 治 15年第 15号，45 頁

同上 ，明 治 15年第 25号，12 頁

同 ヒ，明 治 ユ5年第 27号，添付 表

「文部省年報』『文部省 日誌』 よ りイ
ノ

1：成．

こ れ は い か に 「家政 要旨』が 繰 り返 し印刷 さ れ 普及 が

図 られ た の か を 示 し て い る．

　定価 は，前編半紙判が 55銭，同四六判が 30銭 ± 2

，

後編半紙判が 50 銭，［JLI六 判が 45 銭 で あ る ，た だ し，

奥付の 定価の 記載が 削除さ れ て い る版が多 くみ られ る．

　  　印刷方法の変化と内藤伝右衛門

　『家 政 要旨』 の 印刷方法の 変化 に は 着 目 で きる．「家

判 Nc）．17の ほ か 内藤伝右衛 門 が 出版 した f百 科全書 経

　 済 論　上 ！l同　養生 編　 ド』に 掲 載 さ れ て い る r家
　 政 要旨』 の 広 古 に 「定価 疏 】

．
銭 」 と記 載が あ る．

政要旨　前編』初版木 で は，半紙判 で 木版刷 で あ っ た

が ，四六判 の 小型本 で は， 3 種類 の 異 なる 活字の 組み

方 に よ る 4号活字本 〔『前編」）か ら 5号活字本 （「後

編 』） へ と印刷 方法 が 変化 し て い る ，こ の こ と と後述

す る印刷機械購入の経緯か ら，出版者内藤伝右衛門が ，

無期間の うちに積極的に新 しい 印刷技術 を導入 した こ

と が 理 解 で き る．さ ら に 『家 政 要旨』四 六 判で は
， 漢

字の 右側 に読み方を，左側 に意味を ル ビ で 記す こ と に

よ っ て，よ り活用 し や す くす る ⊥ 夫を行 っ て い る．

1
’
家政要 旨　前編。小 型本に み ら れ る 内藤伝右衛門 の
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『経 済小 学　家政 要 旨』の 刊彳］＄1青と 内 r 信右衛門

跋 萵には，こ うした俘訓本刊行の 航図が r1L され て い る，

そ の 跋言 に よ る と，小型本の 出版年は 明 冶 1〔｝年 7 月

25 日，
こ の 跋 口

』
は 明治 10 年 10 月 に rL され て い る の

で，小型本 の 初版が刊行 され て わず か 2，3 カ 月 の 問

に 3，000部が残 らず売 り切れた こ と に な る．「家政 要

旨』小型本は ，小学校用教科書と し て売れ 行きが 好調

で あ る こ とを受け て，学校 の み な らず
一

飯女性が 家庭

で 閲覧 す る 使宜 を 図 る た め に，小野　泉 （翻訳 首永峯

死材 の 長兄，後述） に よ る傍訓 を付 して 1二ll行され た も

の で あ る．い わ ば こ の 小 型本 は，「才政要 旨』 の 普及

版 と して の 役割を呆た した ，

　体裁等 の 検討か ら 『家政要旨』が tt及 した理由 と し

て，出版者内藤伝右衛 門 が 傍訓付 きの
”ff

及 版を出版 し

た こ と，東京に支店
’

を出し て販売を行 っ た こ とがあ

げられ る，巻末の発兌圭 肆名目録に は，77店舗，234

店舗，24⊂）店舗 の 書店名 が 記 され て い る 3 種類 の 「；録

がある．知期 間 に お ける書肆 目録 の 変遷 か ら，「豕 政

要旨』普及の 背黒 として ，学校用教科 」を扱 う書 1 の

全i［1組俄が急速に拡大 して い た こ と を指摘で きる．

　3．翻訳者永峯秀樹の 略歴 と内藤伝右衛門

　「家政要旨』 は，翻訳者永峯秀む1に よ る抄訳 の 結果，

そ の 原典 と は性質の 只な る 内容に な っ た
1．．『家政 要

旨』 は
， 明治以 降の 家政教育 ・家政学研究の 出発点と

考えられ る こ とか ら
， 翻訳者永峯秀樹 が 冢政教育の 内

容構成 に重要 な役割 を果た した とい え る．翻訳者永峯

秀樹の 略夙 に つ い て はす で に紹介 を行 っ て い る
D
．

　永峯は 内藤伝右衛門との 関わ りに つ い て，纂訳書

再学初歩』 の 「序 1の 中に，「世間 ノ 著書訳書適応 ノ

者少 ナ キ ヲ 患 ヒ 甲府告林内藤氏 来 リ テ余 二 農書 ノ 編 輯

ヲ 乞 フ 余ヤ 齲劣固 ヨ リ此大任 ヲ 荷 フ ニ 足 ラ ス 然リ ト雖

モ 余農学 二 志 ア ル 茲 二 数年西人 ノ 農書
．
中今日二 適切 ノ

者 ヲ 纂訳 シ 積 テ 数 卜菓二 至 ル ア リ」
F’）

と 記 して い る．

内1亅層 ア右衛 門が永峯 の もと へ 出版 の 依頼 に 訪れ，永 峯

『家政 IKI　 tr』奥付 の 東暴 r攴）店 の 住所 は 「東累 通 塩

iH］ 卜
一

番地．」と 「声 」、f，．
」
一
区五 小区本 イ1町 十申f店

五 番地 1の 2 種の 記載力 あ り，表 2 の No ．26− 28に

は
「
売弘 人　束 旨 攴店　内藤泰次郎　 FIオ橋 区 逓 塩

町 1・一一・番 地．」と あ る．内滕 泰次郎 は 伝右復 門 の 次 男

で あ る，巻末 の 1初什 吾肆 目録」240　］1〒舗 。己識の 末尾

に 　山形 鶴 岡内藤 支 广 　鈴 木勝 利 1「東京　1「［添 栄 助 1
ほ か，仏右 行 門 の 長 男 実 太 郎，；5 男泰 次 郎 ，三 チ厚

＝ 郎 の 名前 が み え る．こ の よ う に伝 右 fweiは息子 や

杜員 を果 京 そ の 他の 攴后 に 常，［；＋ させ，本 の P［　 」r， 、二あ

た らせ て い た，

が纂沢 に よ っ て その 依 頼に応えようとして い る宗緯が

記 さ れ て い る．こ こ で は ，仁右衛門 か ら洋 E が持 ち込

まれ ， 永 峯 に翻 ！lの 依頼が行 わ れ て い る の で はな い ．

当時永 峯が 甲府 で はな く，菟京に い た とい う こ とは，

甲府よ りも洋占：の 人 手が しや す い 環境 に あ っ た と考え

ら れ る，「小 政 要 旨』の 翻訳
・
刊行 も，こ れ と似 た i

乳が あ っ たと推測で き る．

　4．出版者内藤伝右衛門の略歴 と新聞 ・出版事業

　つ ぎに，出版者内藤伝 右frf門 に 関す る 仏記 ・資料等

を参考に し なが ら，そ の 略匪 を 。己す
ti］7

（こ の ほ か に

関連資料と して 文献 8）− 10＞があ る）．

　内藤伝右衛 門 は ，弘化 元 （1844）年 1 月 14H
， 由

梨県八 幡北村 （現在の ［h梨市北）の 農業を営む 手塚ノ1

右衛円 の家に 1 まれ ，幼名猪之 甫と い っ た ，生後間 も

な く甲府八 H 町の 藤屋伝右衛 11b亅の 養子と な り，万延元

（186ω年，病弱 で あ っ た k 父初代伝右衛門死 去の 後、こ

相浮
＋

， 2 代 目伝右 困 門を哀名 した，

　蕨屋 は も と もと甲府八 目町 1丁 目で，「絵 学．紙，古

本 ・太物 ・古着 ・古道具類．」を扱 っ て い た が，暴 永 7

（185．弖）年の 「甲府買物独案内』 に よ る と，「1儿鮮 和漢

書 ・竺硯 書 ・
地本

・
錦絵 ・絵草紙」 を 商 っ て い る．養

父死去の あと，酬 聿の 牙
’
業を相続 した 16 歳 の 仏 右衛

門 は，そ れ まで 通 っ て い た 山出町 の 漢 デ：者向山伊之助

の 塾 を やめ た ，そ う した 伝 7FT　frtj門 の ため に ， 五 母満舟

は，自分 の 得怠 な国学 を自ら教 えた．養父病弱 の ため，

11、屋 は早 くか ら養母満寿が き りも りして い た が ，そ の

愛嬌の ため もあり，藤屋の 盾内は社交場 の よ うに多く

の 人材が 集まっ た．伝右衛門 もそ の 中 にあっ て ，文明

hl化へ の 情熱を燃 や した とい わ れ る　，

　明治 4 （1871）年の 廃藩置県 以 後，明治政府 は そ の

政策 を 国民 に 徹底 させ る た め 新聞 の 発刊 を推進，山梨

で も県庁 内 で そ の 計両 が進 め ら れ た ，学務課の 小野

泉 や 林　闇等が 中心 に な っ て 県 1・
．
の 各役場 か らfiL事を

集 め，その 印刷
・
出版 をli／ 屋が担 当 した の が 山梨県最

初の イ11聞 「峡中新聞」 で あ る，文明開化の 先遅とな る

こ とに感赦 した伝右衛門は，三毛x
．
ヒ内か ら金千円を借

りて東京 へ と び
，

か ね て 絵草紙屋仲 間で 相知 る 冂本僑

横山町 の 和 泉屋
・坂田全イ行 ［

「「1を 訪 ね た．「郵便 撮知

新聞」 の 発行人 とも な っ て い た 金右衛 冂 と 相 炎し，

「郵便取知所聞 1 と 同 じ雑 誌型 の 体裁 で 発彳∫す る こ と

を法め ，その 足 で 彫．−L探 し を 始 め た ．四谷甲賀町 の 御

用版木師 「彫己之 1の 養 r抛沢宗
一．
1郎が 文テ：に 巧 み で

あ る こ と を知り，同家 に座 り込 ん で 強引 に 凵 説 き洛 と

173 ） 73

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

凵本家政
L
｝会誌　Vo ！．50　 No．1 〔19991

す と
， そ の 夜 の うち1−．　jEれ出 して 通 し焦屯 で 甲府まで

．
気 に 走 り，翌 H か ら仕事 に 取 りかか らせ た．こ れは

伝右衛門 の 強引 な性格 を表す エ ピ ソ
ー

ドで あ る ととも

に ， 当時 の 朿京と甲府 との 距離や 交流 の 実情を示し て

い る． こ う し て 1峡 中新 聞」 の 第 1 号は，明治 5

C1872）年 7 月 1 ［］1 延生 した ．定佃｝3銭 ，

　明治 6 （1873）年 2 月，新任 の 県令HN 　・J紫扇 は県庁

で の オJi聞編集をや め，新聞＄業の
一

切 を伝右循門 に 映

っ た．それ に 伴 い 同年 4 月第 9 号よ り　「甲吁亅析聞」に

改 め た．そ の 第 2H， よ り新 しい もの 好 きの U 右衛 11「1は

鉛活字の 明 明体 4 号に よ る 印刷機械 を購 人 ，月 81ul発

行す る こ とに した．こ の経費 1万円は 再び こ枝か ら借

用 した
1
．当時 こ の ような印刷徴械は珍 し く，甲府城

内博見 会 に も出 品 され た ．明 治 8 （1875）年 ， 常盤町

38 番地 に 青白の ペ ン キ仕上 げの 藤村式洋風 建築で 知

られ る木造 2 階建て の 社屋 を造 っ た ．2 階 に は養厚個

寿 の 女学塾 ， 階 ドは 新聞社 お よ び 書店 と し，印刷工場

は 別棟 と した．山梨県師範学校お よび小学技教科書を

出版 し，同時 に
・
般 図 書 も発彳」，県内外へ 送 り 出 した

が，そ の 量 は 1 ［」 5，6 駄 を 下 らな か っ た とい わ れ

る
1 ．
．伝右衛門 は耕聞へ 論説を掲載す る よ うに な っ て

以後，当代
一

流 の 記者を招聘す る こ と に努め た が
， 所

見が L えば反論し て食い 下 が り， や りこ め ら れ た 記者

達は 閉 llして 半年か 1年で や め て 帰京 し た．明治 12

（1879＞年 2 月， 1
』
等℃ 者 が 欠員 の た め

， 同人31」身

σ）野 ll英夫を招 い た が ， 翌年 12月．野 口 の 才献を見

込 ん で新聞 を
一
k り後継者 と した ．

　 こ の 後，伝右徐∫門は ，出版卑門 に温故堂書店を経営

し，r甲斐国志』30 巻 をは じめ 教科書 ・一般図書牧白

冏
・
を出版 したが，版権訴訟 に 破れ て 大 きな痛 手を被 っ

た．耕聞以来の 借財も重な り，書店の 怒 ごは破月 同様

の状態に な っ た
11 ，そ こ で ，明治 16 （1883）年 12 月，

温故堂書店を長男実太郎 に 譲 っ て 伝右徳 門 をタ乗 5せ ，

自分 は 隠居 して 恒右衛門 と改 め ， E京．神 田，　 H 本橋

馬喰町な どで 温故誉院を経営 し，出版亨業 を続けた．

多額の 借財 を抱え，ま た 明治 29 〔1896）年 10 月 13 口，

長劉実太郎 が 33歳 で 死亡す るな ど
， 晩年 は 不遇 で あ

っ た ．明治 39 〔1906）年 11 月 18 日，東京宅 で 病没 ，

享年 63 歳．

　5．内藤伝右衛門 と 女子 教育

　（1） 養母満寿 と 女子教育

　伝右衛門は，女 」
一
教育関連書を何種類か刊行 し て い

る ，そ の 背景 に は養 母満寿 の 影響があ っ た
1 ．
，
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　伝右衛凹 の養廿満寿 は，甲府連雀町 の 商家坂本戊 介

の 艮女と し て 生 まれ た．幼少 よ り向学心 が 高 く，長 じ

て堀　秀成 ， 小 中村清矩 らに つ い て国学 を学び，〒く

か ら才色兼備の 1≒れが高か っ た．見込 まれ て あ る旗4
’

の 養女と な る が，養父 の 窮状 を救うた め に ，　 時花柳

界に あ っ た．25歳で藤屋 に嫁 い で 後 も こ の 時 の こ と

を忘れず，甲府新柳町の 遊郭 の Iliに 女紅場 〔塾）を開

き，始妓た ちの 社 会復帰す る 日の た め に fi）t
’：’，裁縫を

教え る とともに，甲府監獄 へ 赴 き，囚人を集め て説教

を行い ，出獄後の Ml倒 まで よ くみ た ．後 に，甲府常盤

町 の 伝右衛門 の 耕 聞社 の 2 階に，良家の 子女を集め
，

山梨県最初 の 女弓塾 を開 い た．和歌を よ く永み ，「明

治名婦 白 首』 に は，次 の 満寿 の 歌 が 収 め られ て い る，

　　起 きて 思 ひ臥 して は わぶ る世 の 中 に 　な ど ます ら

　 を と生 まれ ざ りけむ
】
．

　明治 34 〔190ユ）年 2 月 20 目
， 常盤町 の 自宅 で 死去．

＝
子
三年 79歳　

：L ．，

　明治 6 （1874）年に温故堂　藤尸伝右衛門 に よ っ て

刊彳fさ れ た 『女教草』は，内藤満寿の 女．壬教育思想 を

物語 る資料 で あ る
＊ 」

．f女教草』の 冒頭 に 「道は 人地

をわ く本 と す．天 は 高 く地 は卑 く天 は ヒに あ りて 下地

を養 ひ 地 は 天 ヌ（を受て萬物を生 む．…
婦人 は プ に 随 ふ

地 に して夫に随ひ夫の 恵み をうけ萬物の 弄 たる子 をう

みそだ て 親 に 仕 へ 内事を執 りよ う つ や わ ら け を さむ る

を某とす る な io　．1とあ る よ うに
， 君臣 ， 夫婦 ， 親子，

兄弟などの 人間関係 を保つ 方法 と道理につ い て ，女 子

に教え諭す内容に な っ て い る ．そ の 特色 は，い ざな ぎ

い ざなみな どの 神代 の 時代か ら，夫婦関係を保 っ て き

た 道理 を例 を引 きなが ら辻べ て い る点と，万葉集な ど

か ら視 了や 夫婦 の 情 愛を詠 ん だ歌 を引 き歌 と して 採用

して い る点 で ある．婦仏，婦容，三 従な どの 伝統的な

教 Jr［に つ い て 記 され て い る，しか し具体的な家政 に 関

す る 知識 ・技術 に は ≒
．
及 が な され て い な い ．

　こ れ に対 し，『家政 要旨』 は，教訓 よ りも科学的
二
し

述 に特色 があ る，家族の 健康 ・快迥
・幸福 とい う豕 政

目 糟 の 実現の た め に ，衣食住 の 具体的な整え方 に つ い

て，初歩的で は ある が ，栄養に関す る 科学酌知議 を採

（74 ）

t ’1
内藤末須 『女教草』温 故堂，明 治 6 （1873）年，は，

　 表見返 しに 「権訓導内 肱 末 須 著　菱潭深澤先生 書

　 女 教 草　官 午　明治六 年九 月　 甲府　温故堂蔵」 と

　 pLl され て い る ，内藤満寿 が 女学塾 を 開 く　1明 治 8 年）

　 以 ト｝lfの 刊行 で あ る の で ，「権訓 導」 と は 甲府 の 女紅 お

　 て 女 了
・
教育に 携わ ・

：） て い た 時期 の 肩 ＃ を示 して い る，
　 本文 は 深澤菱潭 に よ る 行書体で 1 ペ

ー
ジ 4 行 で 書 か

　 れ て い る．
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『⊥ 済小 学　家政 要 旨』の 刊行事情 と内蕨仁右〒．1丁門

用 しなが ら具体的に述べ て い る，内酔満寿の 日本の伝

統 的な女子教育観 に 基づ く内容 と 「家政要 旨』に 述べ

られ て い る家政埋念 と は
， 性質が異な っ て い る．

　（2〕 山梨県 女チ師笵学校 の 開校

　明治 11 （1878）年 9 月 25 日，山梨県 女子師範学校

の 開校式が執 り行われた．も と も と 内藤伝 右衛 門は
，

甲府の 小学校等 で 用 い られ る教 科評販売 を
一

手 に扱 っ

て い た が
， 販売だけで は な く自ら印刷 ・出版 したもの

を山梨県内外の教科書と して販売する こ とを考え る よ

うに な っ た ．甲州 丈庫に は，明治初年か ら明治 35 年

に か け て 伝右衛門が 出版 した 本 が 約 200種類所 厭 さ れ

て い る．「家政要 旨』 もそ うした 教科書の 種 である．

なか で も伝右衛 lJが 『家政 要旨』 の 誨及 に 力を入れ た

の は，甲府に女子師範学較が設立 され た こ と が背景に

あ る．小学校の み な ら ず，女子師範学校 や 女学校 1口1け

の 教利吉販
S ・出 版 を手 が け る よ うに な る の で あ る ．

冒
家政要 旨』は，［］1梨県女子師範学校 で 教科・書 と して

用 い られ て い る．「山梨県女子師範学校教則 1（明治

11年） に よ る と，開板
匸i時 ， 同校 第 3 級 正 科 ， 家 政

学
痴

の 教科吉 として 「家政要 旨巻 ノ ヒ ド」 と 記 され て

い る
1’S／

，山梨県女 ∫蔀 範学校 の 生 徒募集が 行 わ れ た の

は 明沿 ユユ年 6 月 3 臼
瑠

， こ れ は 内藤伝右衛 門 が 「家

政 要旨　後編』の 版惟免 1−1二を取得 した 1司年 5 月 29 日

の 5 日後で あ っ た，

　（3） 1をとめ新聞」の発 団

　 明治 11 （1878） 19 月 23H ，山梨県女子師範学校

の 開校式の 2 凵前に刊彳∫さ れ た 「をとめ新聞」は，甲

府に お ける 女 了教 育の 発展 を期 して の 刊行で あ り，の

ちに 他県 の 女 了師範学較に お い て も教幵書と して も使

用 され て い る
半 F
．そ の 第 1 号 に は，新聞社員の 竹野素

直に よ る同校の開校を祝 う記事が書かれ て い る
＊ 7
．こ

の 「をとめ耕聞］は今の 新聞とは異な り，半紙判 二 つ

折 り 3 枚 か ら な る，正 確に は 何号 まで 十ll行 さ れ た の か

は 不明 で ある が ，甲州文庫に は第 1 号か ら第 8 監お よ

び 第 10号か 所蔵され て い る ．そ の 「を とめ新 聞」 の

内容 は，女子 に 対す る道徳的教訓 を記 した 1を し え

繍

由梨県女子師犯学収 で は 「家 tX 学」 と い う科 凵 名を

　使 っ て い る が ，表 1 に 示す よ うに，当 時 こ の T｝日名

　 は 他 に 例 をみ な い ．また 「家政」 を タ イ トル と した

　明冶初期 の 翻 訳 家 政書 は 『穴政要旨』の み で あ る，
’h

甲州文庫所蔵 「乙 女新 聞 購 fi冗 に 付 伺 並 回 答等綴 」 （明

　治 ll年〕 は ，秋 田 師範学校 に お け る 「を とめ 新 聞」

　購読決定 の 経諱 τ 示す も の で あ る．1デ右衛 門が を 国

　 の 学 校 に 書面 を送 り，「を とめ新聞」 等 の 出版 物 を売

　 り込 ん で い た 一と を示 して い る．

草 L とくに感心な女性に 関する 記事を集め た 「籍報」，

「を とめ新聞」 の 読者か らの 投稿 記事 を掲載す る 「寄

書 1，そ の他広告 などの欄が あ り， 5 号活字，ふ りが

なつ きで 印刷され て い る ．定価は 8 厘．伝右衛 門 は新

聞の 普及 を図 る た め に，漢 テ：が読め な い 読者の た め に

ふ りが な を 付 した．こ の 力法 は 「家政 要 旨」小 型本

（傍訓付）と 共通す る もの で あ る ．

　第 ⊥弓
』
の 1をしえ甲．」は，冒 貞で 紫式部 の 歌 の 引用

か ら始ま っ て お り，内藤満寿の 『女教苧二』との共通点

が指摘 で き る．巻末に は社 長兼印刷人 と して 内藤伝右

衛阿 の 名前が 言コ され て お り，1
．
を と め新聞」 の 内容は，

内肱伝右t41門 の女性蜆 を間接的に 反映した もの で，養

母内藤満寿の 影響を受けて い る と考え られ る．

　「を と め 新聞」第 1 号巻末 の 新聞 1｝告の 欄 に は 1山

梨県女子師範学収生徒教科 書目」 と して，『冢 政要 旨』

がπコ され て い る ．こ れ に よ る と r家政要 旨』酌編
L
卜紙

判 は 50銭，傍 訓付 きの 四 六判 は 25 銭 と，定価 よ りそ

れぞれ 5銭女 く記載され て い る．こ れは学校の教科書

と し て の 便宜 を図 っ た もの と 思 わ れ る．こ の こ と が

「家政要 旨』奥付 の 定価 の 記載が な され て い な い 版が

多 くみ られ る 理 由と考え る，さ ら に内藤伝右棉 門か 新

聞広告 を活用 して
， 自礼刊行 の 出版物 を 宣伝 し た こ と

も 1家政要 旨』 の 普及 を高 め た一
因 で あ る

心

．

　6．内藤伝右衛 門 と 『経済小学　家政要旨』の 刊行

　　 経緯

　内藤仏右衛門 と そ の tSlt満寿は，国学的 な伝統灼女

了教 鳶観，こ立 っ て お り，そ うした 考え方を持 つ 出版者

から，翻訳家政召が 出版され普及が図られ て い る とい

う点が興味深い ．内蕨伝右衛門は 「家政要旨』以外に

も翻 尺書を数種刊行 して お り， 自分 自身の 考 え方 と 異

な る 出版物 で あ っ て も積極的 に 出版 して い る．新 聞を

編集す る ヒで は編集者 と の 衝突 も多 く，伝右衛 門 と意

見が合 わ ず に 辞 め て い っ た 編集長 も多 い と伝 えられ る

耐
つ

［
！

＊ t
「を とめ 耕聞 1第 1 号，2 」

．
裹 に ，「女子師範学 核新

　 築竣功来る 1「五 日開 校 の 典 を挙 ら る と 聞き祝 ひ の 意

　 を 左 ll と い う 新 同 社 員 竹 野 素直 の 。己事か あ る ．そ

　 の な か で 「本 縣 女 チ 師 範 学 校 を 同 き民 家 処 女 達 を 集

　 へ て 婦 の 道 を教 ふ る の 初 日 に て 其の 垂業の 美メ気よそ

　 の 処女等 が 人 の 妻 と なり人 の 母 と為 りtt家の ！il　，i を

　 助 け保 らそ の 子 女を教へ 育つ る の 日 に 至 りて 者 ら は

　 れ ぬ べ し其 効 や 即 て 1 福 の 菓を結 ぶ 」 と い う 女子 教

　 育観が 述べ られ て い る．
＊S

「を とめ新 同 1 の 他 に，脚 注 ＊ 2 と同様 の 広 告 が 「仙

　 台新聞」 〔明冶 即 年 8 月 5 日付） に もみ え る．
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なか で ，出版物 につ い てはそ の 内容 に寛容 であ っ た と

い う印象が 残 る ．こ の 理 由 と して 考攴．られ る の は，内

III伝右衛門が于が けた 「 つ の 事業，新聞事業 と出版事

2 との 関係 で ある．新 しい 物好 きで
．
進取 の 気性 に 富む

内藤伝右 1，了門 は，地 方の 出版者 として は最 も早 く高額

な新聞印刷機械 を導入 した．しか し新聞の 購 乢 数が 思

うよ うに の びなか っ たた め，資金繰 りに は誓労 した ．

そ こ で
， 印刷機械 の 代 全を 支払 うた め に

， そ の 活 卸を

使 っ て 多くの 患版物 を印刷
・
販売 し，次 弟 に 出版 士業

に 力 を入れ る よ う に な っ た．r豕 政要 旨』に み ら れ る

印刷方法の 変這 に は，こ うし た伝右稲門 の 事煽が 反映

され て い る、しか し伝右衛門 の 印刷事巣は単な る営利

本位 の もの で は な か っ た ．福汰 諭吉の r学問 の す す め 』

などを，ほ とん ど販売せ ず各
’
判 交へ ど しど し寄 f・1し，

営利 を省み な か っ た と伝え ら れ る ．教科 書出版
・
販

．
毛を通 して

， 伝右勧門 な りの や り方 で
， 明治期 に お け

る教 育の 発展 の た め に 積極的 に 尽力 し Ll 献 した と み る

こ とが で きる．「冢政要 旨 1 が出版 され，全 困 の 小学

校や 女学枚な どで使用された明治 9 − 15年頃は，伝右

衛門が 最も華や か に そ の 者業に打ち込 ん で い た 隔期で

あ っ た．

　 さ ら に 「家政 要 旨」の 「1」行経 緯に お い て重要 な役割

を果 た した の が永峯ズ’樹の長兄小野 　泉である，小野

泉 は ，内臓伝右袖 門やそ の 養け 満寿 と 親交が あ っ た ，

甲州文庫 に は
， 内藤伝右 liJFI， 満寿 と 小野　泉 との 間

に取 り交 わ され た 手紙が 多数保存 され て い る．なか で

も小野　泉杁 止，松 平定 能 「甲斐国志』30 巻，内藤

伝右衛門，明治 15・一一17 （1882・一一・1884）年，の 1二1亅行を

め ぐっ て は，す で に東京で 呂：店 を営ん ぐい た 2代 ［］伝

石爾門 と小野 　泉と の 間 に
， 頻素 に r紙が 気わ さ れ て

い る
’ f；．こ の 「甲斐国 し ：』 は ，今 Hで も甲州 の 厘史 を

物 語 る 際 に ，沮故堂本 と して 活用 され て い る．こ の 他

に も，小野　泉 の 出版物 の 多くを 内藤伝右衛門 が 出版

して い る
＊ 】°

，内藤伝右衛 門が，東亰築地 の 海軍兵学寮

1 幼務す る 永 牢秀何 の もと 、こ出版 の 依頼 に 訪れ た の は ，

そ う し た侵兄を仲立ち に した もの で あ っ た こ とは想像

に 難 くない ．「1 政要旨　前編』小ヰ に は小野　泉に

よ る 「序」が 陰刻 で 印刷 さ れ て い る。幼少 の 秀材 に 漢

文 の 手ほ どきを した艮兄小野 　泉は ，『欠 政要旨』の

普及を図る ため に，伝右1＋ 1円 の依頼に応 じ る形で弟秀

’
甲州 〉（庫 に は 「巨ヨ驪

1
振f量右 ｛」I」［Tsffta」 と して 小 野 泉

　 宛の 量 簡ガ 17通 残 っ て い る．
．
女 」

一教 育関連 書 に 小 野 　泉 枝 悶，貝 1 益 剃 者 『女 大

　 学．内藤伝右行 1［『，明治 ll 〔187δノ 年f「亅が あ る ．

樹の 訳丈 に傍訓を施 した．さら に，題字 1．上匣金釧

を書 い た永 峯の 実 メこ小 野 通 仙 ・
長兄泉 と も に甲府 に お

い て は医業を営む名十 で あり，恟者 の 1茄力 は ，同書 の

普及 に
．
役買 っ て い る とみ る こ とが で きる ．

　 7．ま と め

　明治初期の 翻訳 豕 政 出
：
の 中で 「家政要 旨』の 普及 が

高か っ たの は，その 原君の 内容，翻訳者永峯秀樹 の 訳

文な どと併せ て ，出版者内月暴仁右IT∫門 に 与す る 部分が

大 きか っ た と考え ら れ る ．f∫ 右衛門 は，新聞亊業 の 資

金繰 りの た め に 出版事業に力 を人れたわけ で あるが，

教科書出版 ・
販売 を 通 して 教育 の 普及 に 献身的 に頁献

した 姿 が 伺 わ れ る．『家政要旨」の 刊行 に つ い て も，

伝右衛門が積極的 に 普及 を図 る た め の 工 夫を行 っ て い

る ．本耕 究 で は，同苦 の 刊行事「青および同書の 普及過

1■ に お い て ，進取の 気LLに官む出版事業家内藤伝 右衛

門が大 きく貝 献 して い る こ とを明 ら か に した．本稿 で

とりあげた内藤伝右衛門，さ ら に ，翻沢 を通 して わ が

国 の近代化に頁献 した永 峯秀樹，そ の 長 レ己小野　求 の

い ずれ に も端通す る こ と は，幕末か ら明治へ の 車ア換期

に お い て ，そ れ ぞ れ 力 豕 族 や 塾か ら受 けた 教育内容は

異な る もの の
， 教育 を受 け る機会に は恵まれ て お り，

また耕 しい 時代 に ふ さわ しい もの を積極的に 取 り入 れ

る こ とで ，地域 ・社会に 貞献 し よ うとす る 意欲 と 甘 裁

込 み を持 っ て い た点で ある，こ の ような人材が欧米 の

文化 ・豸收理念 を受容す る 上 で 重 要な役割 を 基 た した

こ とが 理 解 で きる．

　オ研究 を進め る に あ た っ て は ，行川松太郎氏，亀高

京子氏 ， 江 原絢子氏 よ り胃重な ご助言をい た だ い た ．

また 明野村教育委員会精水 恭軸氏，佐野　降氏，宮原

み つ 子氏 ，保坂 八 重氏に は貴重 な資料閲覧お よ び さま

ざまなご 助力を賜 っ た．山梨県立図書館 ， 東京家政 亭：

阮大学1咐属図書
．
館で は，貴重 な資料閲覧 の 便宜 を図 っ

て い た だ い た．こ こ に 記 し深謝申 し．ヒげます，本朗究

の
一

部は ，教育史学：会第 4工 回ナ会 に お い て 発表 した．
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